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さあ二学期だ！
疲れをとばしてみんな元気にがんばろ

　みんなで行った海水浴、お兄さんにつれられて、はじ

めて登った尾鈴山などかずかずのたのしい思い出。夏休

みも終り、いよいよ二学期がはじまりました。充分なす

い眠と栄養をとって一日も早く夏の疲れをとりもどし、

勉強に、運動に、大いに頑張りましょう。

　　　　◇お父さん、お母さんへ◇

　　　　　　いまが一番大切です

　この二学期は学習に運動に、最もたいせつな時期で
す。学期はじめの希望にみちた子供たちの学習意欲が持
続できるように、また学校を休んだり、不良化しないよ
うに、学校、家庭、社会が手をとりあって二学期へのス
タートをふみ出しましょう。

①　規則正しい生活

　長い間の家庭生活で心身共に耐久力や節度が乏しくな
っています。そのため学習にも根気が続かない。そうい
う状態を一日も早く正常に取りもどすためにも、起床や
就寝の時間を規則正しくして、宅習の時間を守らせ、学
校生活になれるように指導してください。

②体身にも気をつけて
　いまは季節の変りめでもあります。新鮮なやさいや、
くだものを充分あたえて、夏の疲れが一日も早く回復す
るようにつとめてください。

　また食中毒や、伝染病にかからないよう衛生面にも充
分注意して、やがてくるたのしい運動会ができるように
いたしましょう。

③一般的な注意
　東京オリンピックもあとひと月後にな1り、子供たちも
これには深い関心を持っています。家庭でもこの機会に
国際的な視野と態度をそだてるために適切な指導がほし
いものです。

　としよりをいたわり、道路の紙くずをひろうことや、
学校や部落などの公共物を大切にする公徳心を高めるこ
と、社会奉仕の精神などそだてることも大切なことで
す。
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こ
の
た
び
腎
臓
結
石
症
治
療
の
た
め

九
大
附
属
病
院
に
入
院
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
快
方
に
向

い
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
退
院
が
許
さ

れ
帰
宅
す
る
喜
び
を
弥
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
市
民
の
あ
た
た
か
い
は
げ
ま

し
と
ご
理
解
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
尤
び
の
入
院
は
予
想
以
上
に
な

が
く
な
り
、
特
に
日
向
市
の
将
来
の
礎

と
も
い
え
る
新
産
業
都
市
建
設
の
基
本

計
画
作
成
、
あ
る
い
は
市
庁
舎
の
建
設

な
ど
重
大
な
時
期
を
病
窓
で
過
ご
し
ま

し
た
こ
と
を
、
ま
こ
と
に
心
苦
し
く
申

し
わ
け
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
皆
様
の
市
政
に
対
す

る
ご
理
解
と
、
と
協
力
に
よ
り
大
過
な

く
現
在
に
至
り
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
病
床
の
空
間
を
と
り
も

ど
し
、
よ
り
よ
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
一

層
の
努
力
を
つ
く
す
つ
も
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
こ
と
に
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

紙
面
を
も
っ
て
退
院
の
ご
あ
い
さ
っ
と

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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「
前
月
号
に
ひ
き
つ
づ
き
本
月
号

は
、
上
水
道
か
ら
順
を
お
っ
て
説

明
し
ま
し
よ
う
」

【
上
水
道
及
び
下
水
道
】

▽
上
水
道

　
現
、
上
水
道
は
旧
海
軍
が
使
用
し
て

い
た
も
の
を
昭
和
2
5
年
に
払
下
げ
を
う

け
当
初
給
水
人
口
一
万
人
、
一
日
最
大

給
水
量
千
五
百
ト
ン
の
給
水
施
設
と
し

て
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

給
水
人
口
の
増
加
に
よ
り
昭
和
圏
年
に

当
初
の
約
二
、
二
倍
の
第
一
期
拡
張
工

事
を
実
施
し
た
が
、
現
在
ま
た
こ
の
施

設
も
需
用
に
応
じ
き
れ
な
く
な
っ
た
の

で
昭
和
3
7
年
度
よ
り
5
9
年
度
継
続
事
業

で
第
二
期
工
事
に
か
か
り
、
給
水
人
口

二
万
二
千
人
、
最
大
給
水
量
一
日
五
千

ト
ン
の
施
設
に
拡
張
し
て
い
る
。

　
建
設
基
本
計
画
に
よ
る
人
口
は
昭
和

45

N
に
八
万
人
、
5
5
年
に
は
十
一
万
人

と
想
定
さ
れ
、
昭
和
5
5
年
に
お
け
る
計

画
給
水
人
口
八
万
人
、
一
日
最
大
給
水

量
二
万
四
千
ト
ン
の
能
力
を
も
つ
上
水

道
施
設
を
4
1
年
度
よ
り
年
次
的
に
総
工

費
約
五
億
六
千
二
百
万
円
で
建
設
し
葡

年
度
に
は
一
部
を
残
し
て
完
成
す
る
計

画
で
あ
り
、
こ
の
期
間
ま
で
に
必
要
な

給
水
地
域
に
つ
い
て
は
現
、
上
水
道
か

ら
配
水
本
管
を
延
長
し
新
酒
上
水
道
完

成
後
に
双
方
を
接
続
す
る
計
画
で
あ
る

▽
簡
易
杢
逼

　
　
　
　
　
美
々
津
簡
易
水
道
は
当

　
　
　
　
　
初
給
水
人
口
二
千
七
百

　
　
、
慨
　
　
人
、
一
日
最
大
給
水
量
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、
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■
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二
「
百
八
十
ニ
ト
ン
の
計

　
画
で
建
設
さ
れ
た
も
の

　
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

　
酒
過
池
や
配
水
池
の
地

　
盤
沈
下
な
ど
で
漏
水
が

　
は
な
は
だ
し
く
能
力
の

　
半
分
し
か
使
用
で
き
な

　
い
状
態
で
あ
り
、
今
後

　
の
人
口
増
加
に
よ
る
給

　
水
区
域
の
拡
大
と
幸
脇

】
　
　
地
区
一
帯
を
給
水

エr
の

ぞ
る
が
老
朽
且
つ
狭

【　　
　
阻
で
あ
る
た
め
美

　
々
津
地
区
に
即
し
た
研

　
修
の
場
と
し
て
有
効
に

　
利
用
で
き
る
公
民
館
を

　
事
業
費
二
千
万
円
（
鉄

　
筋
平
家
建
二
百
坪
）
で

　
建
設
す
る
。

　
響
眉
．
公
藤
僧
建
設

　
（
4
0
年
～
4
5
年
）

　
　
農
漁
村
に
即
し
た
地

　
区
公
民
館
を
建
設
し
て

　
中
央
公
民
鱈
と
地
区
公

　
民
館
、
部
落
公
民
館
と

の
連
け
い
を
と
り
各
種
部
問
の
活
動
が
、

「
で
き
る
公
民
館
・
を
事
業
費
二
千
百
万
円

（
鉄
筋
一
↓
階
建
二
百
坪
）
で
建
設
す

る
。ω

諭
毫
毛
署
喬
［
（
葡
年
～
妬
年
）

　
図
書
二
万
冊
を
備
え
つ
け
児
童
、
一

．
般
と
区
分
し
て
住
民
に
手
軽
に
自
由
に

「
貸
出
し
が
で
き
、
研
究
、
一
・
般
教
養
、

学
力
向
上
の
場
と
し
た
図
書
館
を
事
業

費
五
千
二
百
万
円
（
鉄
筋
二
階
建
五
百

坪
）
で
建
設
す
る
。
、

㈲
市
民
角
化
セ
ン
タ
ー
（
4
6
年
～
弱
年
）

　
芸
術
、
文
化
の
振
興
を
は
か
る
と
と

も
に
、
社
会
教
育
に
お
け
る
芸
術
文
化

活
動
を
推
進
し
、
資
質
向
上
の
一
環
と

し
て
事
業
費
一
億
二
千
五
百
万
円
（
鉄

筋
三
階
建
一
千
坪
）
で
文
化
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
。

㈲
児
童
文
化
館
（
4
6
年
～
弱
年
）

　
現
在
九
、
三
五
七
人
の
児
童
が
い
る

が
、
児
童
の
文
化
活
動
を
助
成
レ
健
全

育
成
を
は
か
る
た
め
に
自
由
に
利
用
で

き
る
集
会
場
と
し
て
事
業
費
三
千
八
百

万
円
（
鉄
筋
二
階
建
三
百
坪
）
で
建
設

す
る
。

ω
市
立
美
術
館
（
4
6
年
～
駈
年
）

　
近
代
的
彫
刻
、
絵
画
、
版
面
、
写
真

工
芸
、
美
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
美
術
館

を
事
業
費
二
千
二
百
万
円
（
鉄
筋
二
階

建
二
百
坪
）
で
建
設
す
る
。

　
そ
の
外
4
0
年
～
4
5
年
ま
で
に
青
年
婦

人
研
修
館
（
事
業
費
二
千
百
万
円
・
鉄

区
域
に
包
含
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
、

計
画
給
水
人
口
五
千
人
な
ど
、
一
日
最

大
給
水
量
五
百
二
十
五
ト
ン
の
施
設
が

必
要
に
な
る
の
で
総
工
費
約
二
億
二
千

万
円
で
現
施
設
の
補
修
と
新
規
に
水
道

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

▽
下
速
遣

　
現
在
本
市
街
地
の
排
水
状
況
は
塩
見

川
と
、
こ
の
支
流
富
高
川
に
排
出
さ
れ

て
い
る
が
、
降
雨
時
に
は
市
街
地
の
地

盤
が
低
い
た
め
と
、
排
水
施
設
が
不
備

な
た
め
に
、
た
び
た
び
浸
水
し
、
「
保
健

衛
生
上
こ
の
ま
し
く
な
い
現
況
に
あ

る
。　

今
後
産
業
開
発
に
と
も
な
う
人
口
増

加
に
よ
り
商
業
地
域
や
住
居
地
域
、
住

宅
団
地
等
が
広
範
囲
に
形
成
さ
れ
る
の

で
こ
れ
に
さ
き
が
け
た
下
水
道
建
設
計

画
が
早
急
に
必
要
と
な
り
5
5
年
を
完
成

目
標
に
総
事
業
費
約
二
二
億
一
千
万
円

を
か
け
六
〇
三
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
排

水
区
を
範
囲
と
し
た
下
水
道
建
設
計
画

を
樹
立
し
環
境
衛
生
面
の
整
備
と
都
市

美
化
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。

郁
蓼
二
三
・
び
厚
生
施
設
】

》
義
理
償
影
画

　
蕊
隼
の
人
口
を
約
十
一
万
人
と
想
定

し
、
、
増
崩
す
る
．
児
藍
生
徒
、
数
に
対
し
て

次
の
と
お
り
璽
聾
す
る
。

　
な
お
　
義
務
教
育
骸
謄
設
．
以
外
の
教
育
施

讃
に
つ
い
て
は
埴
域
内
の
人
材
養
成
の

た
め
．
高
等
学
校
の
新
増
設
、
女
子
短
期

大
学
の
識
置
誘
致
な
ど
、
強
力
に
推
進

す
る
。

∀
必
薯
露
の
叢
伽

　
現
在
一
〇
校
（
分
校
二
校
）
で
一
四

七
学
級
の
五
、
八
二
、
一
人
で
あ
る
が
、

将
来
二
八
七
学
級
の
．
＝
一
、
五
三
五
人

（
現
在
の
約
二
、
二
倍
）
と
推
定
さ
れ

る
の
で
、
校
区
朋
に
増
加
す
る
児
童
数

を
推
定
し
除
年
か
ら
邸
年
ま
で
に
工
事

費
総
額
八
億
二
千
七
百
万
円
で
、
新
設

ま
た
は
増
設
を
行
い
特
．
　
．
室
、
屋
内

翼
鰭
無
勢
．
告
．
巨

費
三
階
建
三
百
坪
）
や
細
島
地
区
公
民

’

館
（
事
業
費
二
千
雪
，
4
稲
・
鉄
筋
平
屋

二
百
坪
）
、
ま
た
4
．
壬
　
　
．
年
ま
で
に

日
知
屋
地
区
公
民
・
舘
（
草
邑
島
費
二
千
百

万
円
？
鉄
筋
平
屋
二
百
坪
）
、
財
光
寺

地
区
公
民
館
（
事
業
轡
三
千
百
万
円
・

鉄
筋
平
屋
二
百
坪
．
）
塩
見
地
区
公
民
館

　
（
事
業
費
二
千
百
万
円
・
鉄
筋
平
屋
二

百
坪
）
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

▽
摩
生
野
．
股
計
薗

ω
礫
鳶
靖
設

　
本
市
の
如
く
生
産
性
が
低
く
、
生
活

保
護
率
が
全
国
平
均
の
倍
近
い
貧
困
都

市
に
あ
っ
て
は
、
今
後
の
新
産
都
市
建

設
に
と
も
な
う
雇
傭
率
増
に
よ
る
共
稼

ぎ
世
帯
の
激
増
が
考
え
ら
れ
4
5
年
の
推

定
該
当
児
六
百
人
、
5
5
年
に
は
一
千
二

百
人
に
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
急

．
激
な
都
市
化
に
と
も
な
う
児
童
の
不
良

化
防
止
の
た
め
、
健
全
育
成
対
策
と
し

て
保
育
所
、
児
童
館
の
建
設
が
急
務
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
昭
和
3
9
年
か
ら
皮
嚢
ま
で
に

保
育
所
新
設
十
四
ケ
所
、
総
專
業
．
費
八

千
六
百
万
円
（
一
ケ
所
定
員
六
〇
名
6
九

〇
坪
）
、
児
童
館
の
新
設
を
、
総
事
業

費
一
億
二
千
九
百
万
円
で
建
設
す
る
。

　
ま
た
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
も
急
を
要

す
る
の
で
、
昭
和
碧
年
～
蕊
年
ま
で
に

新
設
ニ
ケ
所
、
総
事
業
費
約
三
千
五
百

万
円
（
一
ケ
所
定
．
三
六
〇
名
）
で
老
人

ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
。

繹　将
来
の
人
口
増
、
疾
病
の
変
化
に
見

合
っ
た
医
療
機
．
関
の
整
備
計
画
が
必
要

で
あ
り
、
鵠
年
の
人
口
想
定
（
＝
万

人
）
に
よ
り
、
国
保
診
療
の
公
立
病

院
一
榛
を
5
5
年
ま
で
に
新
設
（
事
．
業
費

八
千
万
円
・
ブ
ロ
ッ
ク
平
屋
千
坪
・
病
、

床
二
〇
〇
）
し
、
ま
た
特
殊
病
院
一
棟

を
同
年
ま
で
に
新
設
（
事
業
費
千
八
百

万
円
。
ブ
ロ
ッ
ク
平
屋
三
百
坪
・
病
床

四
七
）
し
診
療
の
充
実
を
は
か
る
。

③
湛
獅
撫
設

ω
し
尿
処
理
施
設

　
現
在
、
特
別
清
掃
地
域
（
市
街
地
）

　
現
在
四
校
で
七
九
学
級
の
三
、
五
六

六
人
で
あ
る
が
、
将
来
一
四
五
学
級
の

六
、
四
六
四
人
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、

小
学
校
同
様
、
校
区
窃
に
増
加
す
る
生

徒
数
を
推
定
し
3
9
年
か
ら
茄
年
ま
で
に

工
事
費
総
額
四
億
四
千
百
万
円
で
新
増

設
を
は
か
り
、
特
輯
教
室
、
屋
内
運
動

場
な
ど
の
施
設
充
実
を
計
画
す
る
。

．
▽
幼
種
園
、
の
．
整
備

　
現
在
私
立
三
ケ
所
で
四
四
一
人
収
容

し
て
い
る
が
、
幼
児
教
育
の
一
環
と
し

て
校
区
ご
と
に
概
ね
一
ケ
所
（
約
二
〇

〇
人
収
容
）
の
公
立
幼
稚
園
の
設
置
を

計
画
す
る
。

∀
高
等
学
卒
及
び
太
学
校
の
墾
備

　
現
在
富
島
高
等
学
校
盆
日
通
科
、
商

業
科
、
家
庭
科
）
日
向
工
業
高
校
（
機

械
科
、
電
気
科
、
工
業
化
学
科
、
建
築

科
）
の
藩
校
が
あ
る
が
、
進
学
率
は
5
6

年
4
7
％
、
3
7
年
5
2
％
、
甜
年
6
1
％
と
年

．
「
々
増
加
し
て
お
り
、
遠
く
宮
崎
方
面
の

学
校
に
就
学
し
て
い
る
者
も
多
く
い
る

現
状
に
あ
る
。
　
　
　
．

　
将
来
の
進
学
希
望
率
は
8
0
％
を
上
廻

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
現
在
の

富
島
高
等
学
校
の
商
業
科
を
独
立
き
せ

さ
ら
に
新
た
に
普
通
科
、
．
家
庭
科
に
よ

る
高
等
学
校
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　
ま
た
現
在
女
子
の
教
育
施
設
と
し
て

は
県
内
に
宮
崎
大
学
の
み
で
、
ほ
と
ん

ど
が
県
外
の
大
学
に
就
学
し
て
い
る
現

状
で
、
女
子
教
育
の
一
環
と
し
て
私
立

女
子
短
期
大
学
の
誘
致
を
要
望
す
る
。

▽
杜
会
教
育
施
設

ω
中
央
公
民
館
嬉
設
（
如
年
～
4
5
年
）

　
激
変
す
る
近
代
社
会
に
お
い
て
、
公

民
館
は
青
少
年
を
は
じ
め
婦
人
、
成
人

な
ど
住
民
の
教
養
の
向
上
な
ら
び
に
生

活
文
化
、
産
業
の
振
興
な
ど
実
際
生
活

に
即
し
た
社
会
教
育
の
申
心
機
関
の
場

と
し
て
、
事
業
費
六
千
五
百
万
円
で
鉄

筋
二
階
建
六
〇
〇
坪
の
中
央
公
民
館
を

建
設
す
る
。

②
下
々
津
公
民
蝕
建
設
（
如
年
～
妬
年
）

　
現
在
美
々
津
支
所
に
併
設
さ
れ
て
い

‘　、F”r

の
人
口
は
約
二
万
人
、
し
尿
処
理
推
足

量
は
一
日
2
0
幼
で
あ
る
。
．

昭
和
詣
年
度
に
一
日
2
0
幻
の
し
尿
処
理

施
設
を
建
設
し
、
現
在
で
は
農
村
還
元

2
㎏
、
浄
化
襟
処
理
に
よ
る
も
の
1
8
財

で
運
営
し
て
い
る
が
、
衡
年
の
人
口
想
、

定
八
万
人
の
う
ち
特
別
清
掃
地
域
が
七

万
人
と
推
定
週
ら
れ
一
日
の
排
出
量
も

70

ｶ
と
増
加
す
る
の
で
昭
和
如
年
2
1
4
1

年
目
で
の
継
続
事
業
と
し
て
一
日
駒
㍑

の
処
理
施
設
（
事
業
費
九
千
五
百
万

円
）
を
現
在
位
置
に
増
設
す
る
。

＠
ご
み
処
「
理
施
設

　
現
在
、
特
別
清
掃
地
域
（
市
街
地
）
よ

り
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
推
定
量
は
一
日

1ー

g
ン
、
昭
和
5
7
年
に
建
設
し
た
一
日

処
理
能
力
1
ー
ト
ン
の
焼
却
炉
と
、
運
搬

車
2
台
を
も
っ
て
処
理
し
て
い
る
が
5
5

年
の
人
口
想
定
（
二
万
人
目
で
は
一
日

の
排
出
量
蕊
ト
ン
に
増
加
す
る
の
で
焼

却
炉
の
増
設
（
事
業
費
八
百
万
円
）
と
、

ご
み
収
集
車
の
増
車
（
事
業
費
五
百
万

円
）
を
菊
年
ま
で
に
完
全
に
実
施
し
、

住
み
よ
い
社
会
環
境
の
建
設
を
は
か
る

▽
職
業
訓
練
雄
設

　
工
業
開
発
に
伴
う
労
働
力
の
需
給
見

透
し
は
、
第
二
、
第
三
次
産
業
な
ど
の

公
共
事
業
増
加
に
よ
り
、
労
勇
者
は

肪
年
に
二
万
四
千
人
と
推
定
さ
・
れ
る
。

　
こ
れ
ら
推
定
労
働
者
の
う
ち
技
能
労

働
者
は
高
年
に
一
万
四
千
四
百
人
、
そ

の
う
ち
熟
練
、
半
熟
練
工
各
々
5
0
％
が

必
要
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
技
能
労
働

・
者
の
需
用
増
加
に
伴
い
公
共
職
業
訓
練

所
、
事
業
所
内
訓
練
所
、
主
業
高
校
の
新

増
設
に
よ
る
施
設
整
備
、
さ
ら
に
今
後

農
林
、
漁
業
地
域
の
農
地
潰
廃
と
沿
岸

漁
業
の
構
造
改
善
に
よ
り
大
幅
に
第
二

～
冒
、
一
次
産
業
へ
の
転
向
が
予
想
さ
れ
る

　
し
た
が
っ
て
転
業
労
働
者
の
雇
傭
対

策
と
し
て
綜
合
職
業
訓
練
セ
ン
タ
」
を

新
設
し
て
訓
．
練
教
育
の
強
化
を
は
か
り

訓
練
業
種
も
産
業
の
高
度
化
に
応
え
う

る
も
の
に
養
成
の
重
点
を
お
く
な
ど
、

激
増
す
る
技
能
労
働
力
の
需
要
に
対
処

し
て
い
く
。

裡会燦健課赤らお知らぜ

　
福
祉
年
金
の
う
ち
障
害
福
祉

年
金
、
遺
族
及
び
障
害
年
金
、

児
童
扶
養
手
当
が
一
部
改
正
に

な
り
以
前
よ
り
範
囲
が
ひ
ろ
く

な
り
ま
し
た
。

．
雲
量

　
国
民
年
金
の
う
ち
障
害
福
祉

年
金
の
場
合
、
い
．
ま
ま
で
は
目

が
見
え
な
い
、
手
足
が
不
自
由

だ
と
い
っ
た
よ
う
な
外
部
の
障

害
者
に
だ
け
支
給
さ
れ
て
い
ま

・
し
た
が
、
こ
と
し
の
九
月
か
ら

は
肺
結
核
な
ど
の
呼
吸
器
の
病
気
．
や
精

神
病
に
よ
る
精
神
障
害
者
に
も
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
結
核
な
ど
の
病
気
が
も
と
で
障
虫
暑

と
な
り
毎
日
の
生
活
で
い
つ
も
つ
き
添

い
が
い
る
と
か
、
寝
た
き
り
の
安
静
が

必
要
な
か
た
、
ま
た
精
神
障
害
が
長
い

期
間
続
き
、
だ
れ
か
が
毎
日
面
倒
を
み

た
り
介
抱
し
た
り
し
な
け
れ
ば
生
活
で

き
な
い
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
精
・
神
薄
弱
、
異
常
性
格

と
い
っ
た
人
た
ち
に
は
、
こ
ん
ど
の
改

正
で
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
遺
峯
金
、
障
害
年
金

一、

R
人
軍
属
の
公
務
傷
病
の
範
囲
の

　
　
拡
．
大

　
軍
人
軍
属
が
日
華
事
変
か
ら
大
東
亜

戦
争
終
結
ま
で
の
間
に
戦
地
ま
た
は
事

変
地
の
勤
務
で
受
傷
、
り
病
を
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
傷
病
原
因
翻
故
意
ま
た

は
重
大
な
過
失
で
な
い
限
ヶ
、
・
す
べ
て

公
務
傷
病
と
み
な
さ
れ
十
月
一
，
日
か
ら

次
の
よ
う
な
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω
遣
族
年
金
随
軍
属
の
遣
族

②
障
害
年
金
阿
軍
人
軍
．
属

㈹
遺
族
年
金
（
六
割
の
額
）
闘
軍
人
軍

　
属
の
遣
族

（
以
上
大
東
亜
戦
争
に
よ
る
も
の
）

ω
障
害
年
金
（
六
割
の
額
）
”
軍
人
軍

　
属
（
以
上
日
華
事
変
に
よ
る
も
の
）

二
、
遺
族
一
時
金
の
支
給

　
．
．
　
属
で
公
務
上
の
傷
病
．
　
、
り

死
亡
・
．
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
立
証
が

困
難
な
た
め
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
つ
ぎ
の
．
遺
族
に
、
一
時
金

一
Q
方
円
が
支
給
き
れ
ま
す
。

◎
日
華
事
変
以
降
公
務
に
よ
り
艦
病
に

か
、
り
、
ほ
か
の
病
気
を
併
発
し
て
死

亡
し
た
．
軍
人
軍
属
の
．
遣
族
ム
褒
貝
後
二

年
以
内
に
死
亡
し
た
者
を
含
む
）

◎
坦
懐
に
引
続
き
六
ケ
月
以
上
現
務
し

内
地
帰
還
ま
た
は
復
員
後
一
年
以
内
に

死
亡
し
た
軍
人
軍
眉
の
遺
族
。

三
、
再
婚
を
解
消
し
た
妻
に
遺
族
年
金

　
支
給
（
昭
2
1
6
2
、
・
1
以
後
に
再
婚

　
し
昭
7
6
4
・
・
1
ま
で
に
業
因
取
消

　
し
を
し
た
も
の
な
ど
）

四
、
喧
含
量
照
軍
の
判
任
文
官
の
華
族
年

　
金
支
給
（
内
縁
の
妻
や
戦
没
者
と
同

　
一
戸
籍
で
な
か
っ
た
父
母
な
ど
）
　
・

▽
嚢
輩
享
彗

’
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
児
童
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
、
い
ま
ま
で
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
と
二
十
才
未
満
で
身
体
に

障
害
の
あ
る
児
童
が
手
当
の
対
象
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
九
月
か
ら

結
核
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
児
重
、

結
核
柱
疾
患
で
身
体
の
機
能
に
障
害
の

あ
る
児
童
、
結
核
性
以
外
の
疾
患
で
呼

吸
器
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
児
童
、
精

神
に
障
害
の
あ
る
児
童
で
そ
の
病
状
や

障
害
の
程
度
が
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
二
十
才
未
満
の
人

も
対
象
児
童
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▽
重
度
精
神
薄
弱
児
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
精
神
の
発
育
が
お
く
れ

て
い
る
た
め
、
常
に
看
護
を
必
要
と
す

る
二
十
才
に
な
ら
な
い
子
供
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

1
厚
生
年
金
や
恩
給
な
ど
公
的
年
金
を

　
受
け
て
い
る
と
き
。

2
福
祉
施
．
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
と
き

3
里
親
に
た
の
ん
で
い
る
と
き
。
こ
の

　
ほ
か
法
に
き
め
ら
れ
た
以
上
の
所
得

　
が
あ
る
と
き
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
手
当
は
月
額
一
人
に
つ
い
て
千
円
で

　
す
。

▽
福
趾
年
金
の
請
求
は
お
す
み

　
ズ
ダ
か

　
騨
．
　
†
四
年
十
一
月
一
日
7
　
十

才
以
上
の
人
、
身
体
障
害
者
、
母
子
世

．
帯
の
人
は
年
金
を
も
ら
う
資
格
が
あ
り

ま
す
が
、
今
年
の
十
一
月
一
日
ま
で
に

請
求
の
手
続
を
し
な
い
と
、
時
効
に
な

り
も
ら
う
資
格
を
失
い
ま
す
。
何
か
の

理
由
で
、
請
求
を
た
め
ら
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
目
に
国
民
年

金
係
に
ご
相
談
く
だ
ざ
い
。

　
国
民
年
金
の
加
入
と
網
入
に

　
つ
い
て

　
国
民
拠
出
年
金
制
度
が
制
定
さ
れ
て

今
年
で
満
三
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
ま

だ
加
入
し
て
な
い
人
が
あ
り
ま
す
。

　
早
目
に
加
入
し
て
老
後
の
保
障
を
確

保
し
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
現
在
、
年
金
に
加
入
し
て
い
る

が
保
険
料
未
納
の
ま
～
今
月
に
い
た
っ

て
い
る
人
は
、
こ
の
期
間
に
世
帯
主
及

び
世
帯
員
に
事
故
が
生
じ
た
と
き
、
老

令
年
金
は
も
と
よ
り
、
母
子
、
障
害
、

遺
児
、
寡
婦
年
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
早
目
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

．
▽
人
　
事
異
動

　
市
で
は
総
務
課
長
の
辞
職
に
と
も
な

う
一
部
課
長
級
の
異
動
を
、
九
月
一
日

付
で
発
令
し
ま
し
た
．
。
（
　
）
内
は
旧
任

　
大
山
順
畠
（
総
務
課
長
）
”
辞
職
、
．

蝶
野
健
二
（
議
会
事
務
局
長
）
1
1
総
務

課
長
、
渋
谷
利
男
（
衛
生
課
長
）
1
1
議

会
事
務
局
長
、
黒
木
正
男
（
細
島
支
所

長
）
一
1
衛
生
課
長
、
佐
藤
光
夫
（
企
画

室
参
事
）
旺
細
島
支
所
長

▽
老
人
ホ
ー
ム
の
入
届
者
を

　
募
目
し
て
い
ま
ナ

　
県
で
は
現
在
宮
崎
市
本
郷
南
方
の
消

防
学
校
北
西
方
に
（
安
い
経
費
で
は
い

れ
る
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
．
申
で
す
が
、

十
二
月
一
日
に
開
園
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
県
立
官
費
老
人
ホ
ー
ム
は

県
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
の

か
た
が
た
に
安
い
科
金
で
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
で
明
る
い
余
生
を
た
の

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
で
き
た
施
設

で
す
。
利
用
者
の
年
令
は
六
十
歳
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
身
寄
り
の
な
い

か
た
、
家
庭
の
事
情
で
家
族
と
同
居
で

き
な
い
か
た
が
た
が
優
．
先
的
に
利
用
で

き
ま
す
。
一
ケ
月
の
経
費
は
六
千
円
か

ら
九
千
円
ぐ
ら
い
で
す
。
お
は
い
り
に

な
り
た
い
か
た
は
、
福
祉
事
務
所
に
申

込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
書

類
を
そ
え
て
お
早
め
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。

九
月
．
＋
五
日
は

「
と
し
よ
．
り
の
日
」

日は、としよりの日です。この日か
を老人週間として各地区でおとしよ
わってあげるいろいろな行事が行な
り

中に、養老院を慰臥して菓子やくだ
やおどりなどで、おとしよりをなぐ
げた日知屋小の子どもたちや富島門
徒、そのほか一般の方々。このよう
、どんなにおとしよりを喜ばすこと
ロ

き重織聯髭姦と総翫

15

ﾔ
た
す
み
歌
あ
生
が
う
ち
あ
の

明
譜
鎌
鼓
警
避
姦

　
ら
り
わ
　
も
さ
校
な
で
　
わ
く

●
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二

言
題
1

笈
乖

戦没者叙勲の伝達式
　日向市では8名

　　　（キャンプファイヤーをたのしむよい子たち）

　　　　ジュニア・リーダー・トレー：ニ
　　　　ングキ．ヤンプ

　8月12、13日置2日間、御鉾が浦海水浴場で、教育委員会主催

の児童指導者講習会が開かれました。これは各小学校の代表が

指導を受け、今後生徒会ζ親子会、子供会のリーダーとしての

力を発揮してもらうために開かれたもので、市内小学校の生徒

会リーダー男子48名、女子59名が参加しました。

　男女とも8班にわかれ、午後1時半からキャンプを開き、講議

や野外活動、リクリエーシヨ，ンについて説明があました。

5時からゲームや水泳、夕食後なキャンプファイヤーを囲み歌

を唄ったり楽しくすごしました。

　15日は午前6時起床、朝食後テントの張り方について講議が

あり、ゲーム、水泳のあと反省会をひらいて午後2時に閉会し
ました。このキャンプに参加した男女107名の人たちは、これ

から生徒会、親子会、子供会のよき指導者としての活躍が期待
されます。市教育委員会ではこれから毎年、この会を開く予定
にしています。

　きる終戦記念日の8月15日午前11時から日向

市議会議場で、今次の戦争で尊い生命を捧げら
た戦獲者の勲功に対し、戦後はじめて遺族の方
々に、勲記及勲章の授与がなされました。

　このたびは8名の遺族に授与され、勲章伝達（
ら関係者一同、戦豊沼追悼の黙とうを一分間行・
りました。

　授与された遺族の方々は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｛
松村ハル（美々津下町）立林イワエ（美々津宮．
クエ（畑浦）林田秋蔵（曾根）遠藤龍雄（亀崎F
（亀町）松尾田ユキ（新財市）蓑毛喜義（亀崎5

（上、叙勲を受けられた遺族と関係者）

章伝達のあと正午か
分間行って式をおわ

れた遺族の方々は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
（美々津下町）立林イワエ（美々津宮ノ下）黒木キ

浦）林田秋蔵（曾根）遠藤龍雄（亀崎南）黒木浅吉
松尾田ユキ（新財市）蓑毛喜義（亀崎中）

璽
、
．
、

も
F
．

▽
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
県
と
宮
崎
日
日
新
聞
社
主
催
に
よ
る

第
九
回
秋
季
乳
児
一
斉
検
診
と
、
赤
ち

ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
が
次
の
日
程
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者
1
1
昭
和
3
8
年
9
月
1
日
以
降

　
　
　
　
生
れ
た
乳
児

Ψ
検
査
及
び
相
談

イ
　
乳
児
の
一
斉
検
診

ロ
　
離
乳
前
の
乳
児
に
対
す
る
栄
養
相

　
　
談

ハ
　
未
熟
児
、
双
生
児
そ
の
他
保
育
に

　
　
努
力
し
た
も
の
の
表
彰

二
　
そ
の
他
育
児
相
談
全
般

写
　
日
時
及
び
場
所

　
9
月
1
1
日
”
保
健
所
　
1
3
時
～
1
5
時

罵
言
・
日
歯
屋
地
区

　
9
月
1
7
日
1
1
美
々
津
支
所
1
0
時
～

　
1
1
時
美
々
津
・
幸
脇
地
区

　
9
月
1
8
日
1
1
保
健
所
　
1
3
時
～
1
5
時

　
細
島
・
平
岩
・
岩
脇
地
区

　
9
月
愚
盲
1
1
保
健
所
　
1
5
時
～
1
5
時

　
財
光
寺
・
塩
見
地
区

　
1
0
月
7
日
1
1
保
健
所
　
1
2
時
3
0
分

総
合
審
査

勿
道
路
交
通
法
の
［
部
改
正

　
「
き
ま
り
を
よ
く
守
り
ま
し
よ
う
」

　
九
月
一
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
、
つ

ぎ
の
と
お
り
一
部
改
正
に
な
り
ま
し

た
。
と
く
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ

い
。ω

　
軽
車
両
の
並
進
禁
止

　
公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
道
路
の
区

間
を
除
き
、
自
転
車
、
荷
車
、
リ
ヤ
カ

ー
な
ぜ
は
道
路
を
並
ん
で
進
行
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
、
道
路
の
左
側
を
一
列

で
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
　
第
一
種
バ
イ
ク
の
右
折
は
右
内
小

　
　
廻
り

　
交
差
点
で
右
折
す
る
と
き
は
自
動
車

と
同
じ
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
前

か
ら
で
き
る
だ
け
道
路
の
中
央
に
寄
り

か
つ
交
差
点
の
直
近
の
内
側
を
徐
行
す

る
よ
う
に
あ
ら
た
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
種
原
付
と
同
じ
方
法
で
す
。

▽
秋
の
交
通
安
全
運
動
は
じ
ま
る

　
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の

十
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

　
お
互
に
交
通
道
徳
を
守
り
交
通
事
故

を
起
さ
な
い
よ
う
に
、
又
、
事
故
の
被

害
に
か
か
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し

よ
う
。

　
お
も
な
目
標
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

（6）（5）（4）（3）　　（2XI

馨
欝
鰯
断
交
通
法
の
周
知

徹
底

車
の
適
正
な
運
行
と
管
理

安
全
な
踏
切
通
行
の
励
行

車
の
完
全
整
備
の
励
行

道
路
交
通
環
境
の
整
備
改
善

▽
海
区
漁
業
調
整
委
員
の

　
　
　
　
　
名
簿
を
づ
く
り
ま
す

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
基
本
選
挙
人

名
簿
と
違
っ
て
、
本
人
の
申
請
に
よ
り

作
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
漁
業
従
事
者
で

登
録
の
お
す
み
で
な
い
方
は
九
月
二
十

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
各
漁
協
、
支
所
、
出
張
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

勿
力
を
あ
わ
せ
あ
か
る
い
「
ま

ち
」
づ
く
り
吻

　
「
中
村
、
奥
野
部
落
が

　
防
犯
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
」

串間市の環境衛生を視察して

　　　　　　　　　　東草場区長
　さる7月に区長、婦人会、公民館代表で串

間市出原部落の環境衛生視察を行いました。

　串間市役所で色々な説明を聞き現地にまい
りました。

　まず感心させられましたのは排水溝がよく
整備され道路脇の草木がきれいに取り除かれ
ていることでした。

　農家を訪問してみると庭先から屋根裏まで
清掃がよくゆき届き、台所も改善されすべて
がタイル張になっていました。流し台の下や
食器入れ、たななども整理されてハエー匹み
ることができませんでした。

　畜舎などもよく気をくばり、短期間で改善
したものでなく、こつこつと築き上げたその
努力に私達は感心した次第です。又、墓地の
清掃は毎月2、3回親子会で行い蚊の発生源
になる花立などはありません。花は清掃に来
たときにあげ、宗教上の問題もあるが環境衛
生を優先的にしています。
　このようなことが全国表彰の栄誉に輝いた
のだと一同つくづく感心しました。

　私共も自分の部落は自分たちの手で新産業
都市にふさわしい衛生的な、まちづくりに努
力しようではありませんか。

凝
聾

　
こ
の
ほ
ど
、
申
村
、
奥
野
地
区
が
本

年
度
防
犯
モ
デ
ル
組
合
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
防
犯
に
対
す
る

一
般
の
関
心
を
た
か
め
、
　
「
あ
か
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
」
を
つ
く
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
指
定
を
う
け
ま
す
と
、
県
防
犯
連
な

ど
か
ら
、
防
犯
活
動
費
の
助
成
や
、
防

犯
映
画
、
防
犯
講
習
会
な
ど
が
優
先
的

に
考
慮
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
指
定
を
う
け
た
中
村
モ
デ
ル
防

犯
組
合
で
は
、
部
落
民
総
ぐ
る
み
で
防

犯
灯
、
防
犯
標
柱
の
設
置
、
農
繁
期
中

の
犯
罪
防
止
、
交
通
教
室
の
開
設
、
夜

警
を
か
ね
た
防
犯
診
断
な
ど
、
自
発
的

な
活
動
を
行
い
、
昨
年
は
一
件
の
犯
罪

も
だ
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
年
も
申
村
、
奥
野
部
落
の
代
表
者

が
集
ま
り
、
役
員
選
出
や
、
防
犯
活
動

に
必
要
な
事
業
計
画
を
た
て
て
防
犯
体

勢
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
業
努
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